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九州におけるネットワークＭＴ観測（第４報） 

Network-MT survey in Kyushu island, SW Japan (4th report) 
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広域深部電気伝導度構造を決定するため，ネットワークＭＴ法観測が日本各地で実施されている．本報告では，
新たに１９９２―１９９５年にわたって実施された島原半島，阿蘇火山周辺，長崎，佐賀各県での観測データの解
析を行い，九州での結果のコンパイルを図った．九州は中軸部に別府－島原地溝帯に代表される南西－北東方向の
伸張テクトニクスが卓越する点で東北弧とは異なった性質を持つ．しかし，ネットワークＭＴ法のＴＭインピーダ
ンス（電場が島弧の走向に直交）の位相で見る限り，東北弧と同様の性質が認められた．即ち，周期千秒より長周
期側で，背弧側の位相値が大きくなり，前弧側と背弧側で顕著なコントラストが確認された． 

 
 
広域深部電気伝導度構造を決定するため，ＮＴＴ通信回線網を用いたネットワークＭＴ法が開発され，日本各

地で観測が実施されている．本報告は，その九州における観測結果の紹介の第４報である．以前に報告のあった，
１９９７―１９９８年に実施分の大分，熊本，宮崎，鹿児島各県での観測に，新たに１９９２―１９９５年にわたっ
て観測が実施された島原半島，阿蘇火山周辺，長崎，佐賀各県での観測データの解析を行い，結果のコンパイルを
図った． 

 九州は中軸部に別府－島原地溝帯に代表される南西－北東方向の伸張テクトニクスが卓越する点で東北弧と
は異なった性質を持つ．しかし，ネットワークＭＴ法のＴＭインピーダンス（電場が島弧の走向に直交）の位相で
見る限り，東北弧と同様の性質が認められた．即ち，周期千秒より長周期側で，背弧側の位相値が大きくなり，前
弧側と背弧側で顕著なコントラストが確認された．これは，九州においても，背弧側ウェッジマントルに高電気伝
導帯が存在することを示唆する． 


